
 
 
  
 

 

「特別展 法然と極楽浄土」 
 

浄土宗の祖・法然（法然房源空、1133～1212）は、平安時代末～鎌倉時代初めの

混迷期、「南無阿弥陀仏」の名号を称えることによって誰もが等しく阿弥陀仏に救わ

れ、極楽浄土に往生できることを説き、多くの支持を得ました。 

本展では、令和 6年（2024）に浄土宗開宗 850年を迎えることを機に、法然によ

る開宗から、弟子たちによる諸流派の創設と教義の確立、徳川将軍家の帰依によっ

て大きく発展を遂げるまでの歴史を、国宝、重要文化財を含む貴重な名宝によって

たどります。 

 

 

 

１ 日  時 令和６年 10月８日（火）～12月 1日（日） 

 

２ 会  場 京都国立博物館 平成知新館 

       〒605-0931 京都市東山区茶屋町 527 

 

３ 参 加 費 入場料については高文連が負担 

 

４ 募集対象 加盟校に在籍するすべての生徒 

 

５ 募集人数 35名予定（各校引率教員１名を含めて５名まで） 

 

 

       

申込締切： ９月   日 【厳守】 

 

 ※各校担当者様へ：学校内での締切日を設定し、空白部分に書き込んでください。  

京都府高等学校文化連盟 
一般生徒還元事業 

第６回 芸術と出会う日 
京都府高文連マスコットキャラクター 
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